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業 績
 ナトリウム冷却型高速炉を含む液体金属冷却型原子炉は次世代原子炉として大きな期待を集

めているが、供用期間中検査要求を導出する手法が国内外共に実質的に存在せず、その構築が

炉の実用化に向けて喫緊の課題となっていた。

 本研究では、炉の安全性と機器構造の信頼性の関係を裕度の視点から分析することにより、

機器構造の信頼性が目標値を満足する条件のもとで多様な検査計画を選択可能とする基本論理

を独自に考案した。その上で、適用に必要な構造信頼性目標値の導出法及び機器構造の信頼性

の解析的評価法を開発した。

 本研究により、炉の安全性に適合しかつその特徴を活かす形で必要十分な供用期間中検査要

求を導出することが可能になった。さらに、これに係る国際標準化活動の結果、本手法は、2017
年に米国機械学会ボイラー及び圧力容器規格のコードケースとして発刊された後、2019 年に同学

会で新たに整備された炉型を問わず適用可能な維持規格に採用された。

 本成果は、今後、デファクトグローバルスタンダードとして、液体金属冷却型のみならず多様な

革新的原子炉の開発と実用化に寄与することが期待される。
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